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四
徳
と
は
、 

知
恵
・
勇
気
・
節
制
・
正
義 

 

桃
李
会
の
由
来 

桃
李
も
の
言
わ
ざ
れ
ど
も
下（
し
た
）

自
ら
蹊
（
み
ち
）
を
成
す
：
桃
や
李

（
す
も
も
）
は
何
も
言
わ
な
い
が
、

花
や
実
を
慕
っ
て
人
が
多
く
集
ま
る

の
で
、
そ
の
下
に
は
自
然
に
道
が
で

き
る
。
徳
望
の
あ
る
人
の
も
と
へ
は

人
が
自
然
に
集
ま
る
こ
と
の
た
と
え
。 

 

平
成
29
年
度 

桃
李
会
総
会
報
告 

平
成
29
年
８
月
26
日
（
土
） 

於
：
長
野
保
健
医
療
大
学
（
長
野
医

療
技
術
専
門
学
校
） 

 

同
窓
会 

会
長
挨
拶 

齋
藤
靖
之
（
竹
重
病
院
） 

       

総
会
次
第 

一 

開
会 

二 

会
長
挨
拶 

三 

来
賓
挨
拶 

四 

議
長
・
記
録
選
出 

五 
議
事 

・
平
成
28
年
度
同
窓
会
事
業

報
告
、
決
算
報
告
に
つ
い
て 

・
役
員
改
選
に
つ
い
て 

・
平
成
29
年
度
同
窓
会
事
業

計
画
（
案
）
に
つ
い
て 

六 

そ
の
他 

七 

閉
会 

 

【
事
業
報
告
・
決
算
報
告
】 

平
成
28
年
度
ま
で
の
同
窓
会
事
業  

・
総
会
の
開
催  

・
会
誌
の
発
行 

・
大
学
講
演
会
の
共
催 

・
右
記
事
業
に
向
け
て
の
役
員
会

開
催 

・
会
長
の
入
学
式
・
卒
業
式
へ
の

出
席 

・
学
生
同
好
会
全
国
・
北
信
越
大

会
出
場
の
補
助 

    

平
成
28
年
度
決
算
報
告 

 

・
左
記
を
ご
参
照
下
さ
い
。 

 

 

 

  

 

平
成
29
年
度
事
業
計
画 

・
総
会
の
開
催  

・
会
誌
の
発
行  

・
母
校
の
講
演
会
、
研
修
会
開
催

へ
の
協
力  

・
会
長
の
大
学
式
典
へ
の
出
席  

・
学
生
同
好
会
全
国
・
北
信
越
大

会
出
場
の
補
助 

 

卒業生（同窓会員）の推移 

 
H16  

1期  

H17 

2期 

H18 

3期 

H19 

4期 

H20 

5期 

H21 

6期 

H22 

7期 

H23 

8期 

H24 

9期 

H25 

10 

H26 

11 

H27 

12 

H28 

13 

総 

計 

PT 40 38 38 30 40 37 39 37 32 39 38 40 41 489 

OT 40 36 29 38 38 44 28 25 21 25 18 21 35 398 

計 80 74 67 68 78 81 67 62 53 64 56 61 76 887 

 

支出の部 金額 備考 

会議費 346,832 総会費、役員会軽食代費 

活動費 107,000 役員会交通費等（計5回） 

事務費 9,945 事務局備品等 

計 463,777  

 

収入の部 金額 備考 

入会金 610,000 12期生 61名 

雑収入 35,066 総会懇親会費、預筋利息等 

繰越金 5,012,149  

計 5,657,215  

 

平成28年度決算報告               （単位：円） 

収入総額  5,657,215   

支出総額  463,777  

差し引き  5,193,438  （次年度へ繰り越し） 
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平
成
29
年
度
桃
李
会
総
会 

記
念
講
演
会 

講  

師
： 

岩
隅 

彩 

氏
（
理
学
療
法
士
） 

勤
務
先
：
大
和
ハ
ウ
ス
工
業 

株
式
会
社 

 
 
 
 
 

ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ケ
ア 

 
 
 
 
 
 

事
業
推
進
部 

 
 
 
 
 

ロ
ボ
ッ
ト
事
業
推
進
室 

        

講
演
テ
ー
マ
： 

「
職
域
拡
大
に
向
け
た 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
職
の
役
割
」 

‐
企
業
に
勤
め
て
気
付
い
た
こ
と
‐ 

 

※
講
演
参
加
者
に
よ
る
報
告
が
桃
李

会
ブ
ロ
グ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

‐
そ
の
他
‐ 

総
会
後 

懇
親
会
の
様
子 

※
今
回
ご
参
加
出
来
な
か
っ
た
方
へ
。 

来
年
は
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
き
、
先

生
方
や
同
級
生
、
同
窓
生
と
思
い
出

話
や
現
状
報
告
、
悩
み
相
談
な
ど
で

盛
り
上
が
り
ま
し
ょ
う
。 

            

託
児
の
様
子 

※
総
会
中
、
資
格
を
持
っ
た
保
育
士

さ
ん
た
ち
が
見
て
く
だ
さ
る
の
で
安

心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
子
供
た

ち
は
と
っ
て
も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

        

特
別
企
画 

 

新
し
い
先
生
の
紹
介 

 

今
回
の
会
報
発
行
に
あ
た
り
平
成

29
年
度
か
ら
大
学
で
指
導
に
あ
た

ら
れ
て
い
る
新
し
い
先
生
方
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
少
し
で

も
大
学
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
内
容
は
以
下
の
通
り
で

す
。 

①
出
身
地
と
出
身
校 

②
専
門
と
す
る
分
野 

③
座
右
の
銘 

④
趣
味
、
特
技 

⑤
最
近
の
マ
イ
ブ
ー
ム 

⑥
最
近
あ
っ
た
う
れ
し
い
こ
と 

⑦
今
、
最
も
（
あ
る
い
は
密
か
に
）

楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
と 

⑧
卒
業
生
に
期
待
す
る
こ
と
や
メ
ッ

セ
ー
ジ
な
ど 
 
 

中
島 

八
十
一

や

そ

い

ち 

先
生 

       

① 

出
身
地
と
出
身
校 

愛
知
県
豊
橋
市
の
出
身
で
、
高
校

を
卒
業
す
る
ま
で
居
ま
し
た
。 

順
天
堂
大
学
医
学
部
を

1976

年

に
卒
業
し
ま
し
た
。 

② 
専
門
と
す
る
分
野 

神
経
内
科
の
医
師
で
す
の
で
神
経

学
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一

方
で
、
長
野
保
健
医
療
大
学
に
勤

め
る
直
前
ま
で
は
国
立
障
害
者
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で

働
い
て
い
ま
し
た
の
で
、
現
在
は

障
害
学
が
専
門
と
言
え
ま
す
。 

③ 

座
右
の
銘 

特
段
の
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

父
が
死
ぬ
と
き
に
何
で
も
中
途
半

端
に
す
る
私
を
見
か
ね
て
「
徹
頭

徹
尾
」
と
い
う
言
葉
を
や
ろ
う
と

言
い
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
も
こ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
ま
で
忘
れ
て
い
ま

し
た
。 

④ 

趣
味
、
特
技 

無
芸
大
食
で
す
。
食
べ
る
こ
と
に

は
限
り
な
い
執
着
が
あ
り
、
駅
の

立
ち
食
い
そ
ば
や
牛
丼
な
ら
ば
ど

こ
で
食
べ
る
の
が
お
い
し
い
の
か

実
体
験
に
基
づ
い
て
語
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

⑤ 

最
近
の
マ
イ
ブ
ー
ム 

マ
イ
ブ
ー
ム
の
意
味
が
分
か
ら
な

く
て
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
ら
、
自
分

自
身
の
中
で
の
流
行
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
何
年
か
前
に
冬
に
木
枯

ら
し
が
吹
き
つ
け
て
ど
う
に
も
頭

が
寒
く
て
仕
方
が
な
い
の
で
ス
ー

パ
ー
に
飛
び
込
ん
で
ベ
ト
ナ
ム
製

の
帽
子
を600

円
で
買
っ
た
ら
、

こ
れ
が
暖
か
く
て
気
に
入
り
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
冬
と
言
わ
ず
夏
と

言
わ
ず
、
季
節
を
問
わ
ず
帽
子
を

被
り
続
け
た
ら
家
族
ま
で
帽
子
を

買
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
、
だ
ん

だ
ん
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。 

⑥ 

最
近
あ
っ
た
う
れ
し
い
こ
と 

大
学
の
周
り
に
あ
る
田
ん
ぼ
で
稲

穂
が
出
た
時
に
漂
っ
た
香
り
を
嗅

い
だ
こ
と
。
何
十
年
ぶ
り
か
で
郷

里
の
田
畑
を
思
い
出
さ
せ
る
出
来

事
で
、
実
に
う
れ
し
か
っ
た
。 

⑦ 

今
、
最
も
（
あ
る
い
は
密
か
に
） 

楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
と 

こ
れ
も
考
え
込
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。
映
画
の
ラ
ラ
ラ
ン
ド
を
見
た

ら
、
唐
突
に
源
氏
物
語
を
読
ん
で

み
た
く
な
り
古
本
屋
で
文
庫
本
を

と
き
ど
き
探
す
の
で
す
が
ま
だ
見

つ
か
り
ま
せ
ん
。
新
刊
を
買
う
ほ

ど
の
勇
気
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

⑧ 

卒
業
生
に
期
待
す
る
こ
と
や
メ

ッ
セ
ー
ジ
な
ど 

私
は
今
年
講
義
を
担
当
し
、
試
験

も
し
て
み
て
長
野
保
健
医
療
大
学

の
学
生
に
自
信
を
も
ち
ま
し
た
。

皆
さ
ん
良
いPT

、OT

に
な
る
は
ず

で
す
。
自
信
を
も
っ
て
卒
業
し
て

下
さ
い
。
皆
さ
ん
の
受
け
た
教
育

は
第
一
級
の
教
育
で
あ
り
、
私
の

講
義
も
他
校
の
同
じ
講
義
の
追
随

を
許
し
ま
せ
ん
。 

 次
回 

生
涯
学
習
講
座 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開
催
予
定 

期
日
：
平
成
30
年
２
月
３
日
（
土
） 

場
所
：
長
野
保
健
医
療
大
学 

内
容
：
認
知
症
関
連
（
予
定
） 

※
詳
細
は
後
日
、
桃
李
会
ブ
ロ
グ
な

ど
で
ご
案
内
致
し
ま
す
。 

平
成
30
年
度
桃
李
会
総
会 

開
催
予
定 

 

来
年
度
も
、
例
年
同
様
に
８
月
末

日
に
桃
李
会
総
会
を
開
催
す
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
お
忙
し
い
中
と

は
存
じ
て
お
り
ま
す
が
、
万
障
お
繰

り
合
わ
せ
の
上
、
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

桃
李
会
役
員
一
同 
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大
学
か
ら
の
お
知
ら
せ 

① 
図
書
館
利
用
に
つ
い
て 

 

同
窓
生
お
よ
び
一
般
の
方
を
対
象

と
し
た
大
学
図
書
館
の
利
用
が
ス
タ

ー
ト
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
大
学
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

図
書
の
貸
出
や
文
献
の
取
り
寄
せ
な

ど
が
可
能
で
す
。
開
館
時
間
は
平
日

の
午
前
八
時
半
か
ら
午
後
五
時
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

②
卒
業
論
文
に
つ
い
て 

 

同
窓
生
が
執
筆
し
た
卒
業
論
文
に

つ
い
て
在
校
生
か
ら
全
文
複
写
の
申

し
出
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
都
度
、

図
書
館
長
名
で
複
写
に
関
す
る
許
諾

の
お
願
い
を
送
付
い
た
し
ま
す
。
こ

れ
は
著
作
権
保
護
の
観
点
か
ら
の
措

置
と
な
り
ま
す
。
お
手
元
に
届
い
た

際
に
は
ご
配
慮
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

③
大
学
か
ら
の
お
願
い 

 

長
野
保
健
医
療
大
学
で
は
、
同
窓

会
員
の
卒
後
活
動
支
援
の
一
環
と
し

て
何
が
で
き
る
か
、
意
見
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
学
校
施
設
の
利
用
や
教

職
員
と
の
連
携
な
ど
、
相
談
・
要
望

等
は
同
窓
会
事
務
局
を
窓
口
と
し
て

受
付
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。 

④
ニ
ュ
ー
ス 

看
護
学
部
を
平
成
31
年
４
月
に

開
設
予
定
で
準
備
を
し
て
お
り
ま
す
。 

母
校
の
歩
み 

平
成
11
年 

6
月 長

野
医
療
技
術
専
門
学
校
の

設
立
発
起
人
会
開
催 

学
校
法
人
設
置
認
可
申
請
書

を
長
野
県
に
提
出 

平
成
12
年 

4
月 学

校
設
立
準
備
室
を
開
設 

学
校
校
舎
起
工
式 

平
成
13
年 

1
月 長

野
医
療
技
術
専
門
学
校
設

置
の
知
事
認
可 

平
成
13
年 

4
月 

開
校 

初
代
学
校
長 
間
宮
典
久 

第
１
期
生
入
学
式 

平
成
14
年 

5
月 

保
護
者
会
総
会 

6
月 

第
１
回
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ 

10
月 

第
１
回
学
園
祭
（
桃
華
祭
） 

平
成
15
年 

8
月 

野
球
部 

専
門
学
校
県
大
会
優
勝 

平
成
16
年 

4
月 全

学
年
在
学
と
な
る 

平
成
17
年 

3
月 第

１
期
生
卒
業
式 

平
成
17
年 

9
月 附

属
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

ク
リ
ニ
ッ
ク 

開
院 

12
月 大

学
院
入
学
資
格
認
定
（
文
部

科
学
省
告
示)  

高
度
専
門
士
の
称
号
付
与
認

定
（
文
部
科
学
省
告
示
） 

平
成
22
年 

4
月 

学
校
長 

西
村
博
行
就
任 

8
月 女

子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部  

専
門
学
校
全
国
大
会
出
場 

平
成
23
年 

4
月 

十
周
年
記
念
誌 

発
刊 

平
成
24
年 

3
月 

第
１
回 

同
窓
会
総
会 

平
成
24
年 

11
月 

野
球
部 

専
門
学
校
全
国
大
会
出
場 

平
成
26
年 

3
月 文

部
科
学
省
へ
長
野
保
健
医

療
大
学
の
設
置
認
可
申
請
書

を
提
出 

10
月 長

野
保
健
医
療
大
学
の
設
置

認
可 

平
成
27 

4
月 長

野
保
健
医
療
大
学 

開
学 

第
１
期
生
入
学
式 

初
代
学
長 

岩
谷 

力 

 

6
月 開

学
記
念
講
演
会 

開
催 

平
成
29
年 

3
月 

第
13
期
生
卒
業
式 

4
月 長

野
保
健
医
療
大
学 

第
３
期
生
入
学
式 

平
成
28
・
29
年
度 

桃
李
会
役
員
名
簿 

顧
問
： 

北
澤
俊
美
（
学
校
法
人
四
徳
学
園 

 
 
 
 
 

理
事
長
） 

岩
谷
力 

（
長
野
保
健
医
療
大
学 

学
長 

西
村
博
行
（
長
野
医
療
技
術
専
門

学
校 

校
長
） 

会
長
： 

齋
藤
靖
之
（
竹
重
病
院
） 

副
会
長
： 

西
島
花
織
（
稲
荷
山
医
療
福
祉 

セ
ン
タ
ー
） 

市
川
隼
人
（
国
保
依
田
窪
病
院
） 

松
本
夏
美
（
上
山
田
病
院
） 

理
事
： 

 

畑
中
愼
吾
（
相
澤
病
院
） 

山
岸
正
樹
（
新
生
病
院
） 

酒
井
麻
衣
（
轟
病
院
） 

北
村
永
介
（
県
立
信
州 

医
療
セ
ン
タ
ー
） 

評
議
員
： 

 

朝
倉
彩
香
（
松
本
協
立
病
院
） 

 

青
沼
聡
美
（
竹
重
病
院
） 

小
田
切
淳
也
（
県
立
信
州 

 
 
 
 
 
 
 

医
療
セ
ン
タ
ー
） 

 

北
村
健
司
（
竹
重
病
院
） 

 

内
藤
健 

深
沢
晴
貴
（
上
山
田
病
院
） 

宮
下
和
樹
（
長
野
市
民
病
院
） 

 

傘
木
達
也
（
長
野
中
央
病
院
） 

監
事
： 

 
高
橋
秀
幸
（
介
護
老
人
保
健 

施
設
み
ゆ
き
） 

荻
上
健
治
（
竹
重
病
院
） 

幹
事
： 

小
穴
早 

本
山
奈
菜 

（
飯
山
赤
十
字
病
病
院
） 

種
村
卓
也
（
新
町
病
院
） 

馬
場
智
恵
（
付
属
ク
リ
ニ
ッ
ク
） 

坂
口
祐
樹
（
付
属
ク
リ
ニ
ッ
ク
） 

福
田
敬
介
（
長
野
保
健
医
療
大
学 

事
務
職
員
） 

ク
ラ
ス
代
表
： 

竜
野
俊
介
（
飯
綱
病
院
） 

荒
川
慎
吾
（
千
曲
中
央
病
院
） 

 

廣
川
愛 

 

西
澤
兆
人
（
小
林
脳
神
経
外
科 

神
経
内
科
） 

渡
島
寛
人
（
千
曲
中
央
病
院
） 

斎
藤
か
な
（
飯
山
赤
十
字
病
院
） 

木
村
香
月
（
竹
重
病
院
） 

 

小
林
奎
介
（
ま
つ
も
と
医
療 

セ
ン
タ
ー
） 

 

編
集
後
記 

桃
李
会
役
員
、
桃
李
会
報
の
作
成
に

携
わ
っ
て
い
ま
す
と
、
同
窓
会
を
継

続
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
本
当

に
多
く
の
方
々
の
協
力
が
あ
っ
て
成

り
立
っ
て
い
る
の
だ
な
と
改
め
て
感

じ
ま
す
。
今
後
も
多
く
の
方
々
の
協

力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
こ
の
会
報

を
読
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
る
同
窓
生

の
中
で
桃
李
会
と
は
縁
遠
く
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
方
は
、
ま
ず
桃
李
会

ブ
ロ
グ
の
閲
覧
、
総
会
や
生
涯
学
習

へ
の
参
加
か
ら
関
わ
り
を
持
っ
て
頂

け
る
と
幸
い
で
す
。（
広
報
局
よ
り
） 

 


